
名古屋大学・医学部附属病院・招へい教員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３９０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2017

在宅高齢者夫婦世帯における行動変容をもたらす継続可能な転倒予防プログラムの開発

Development of a sustainable fall prevention program that brings about 
behavioral change in elderly couple households living at home

２０７５９６４１研究者番号：

三浦　昌子（Miura, Masako）

研究期間：

１７Ｋ１２４５１

年 月 日現在  ５   ６ １９

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：高齢者夫婦世帯の暮らしの中での転倒リスクの実態と転倒予防の工夫について、まず
文献検索を行い、項目の抽出を行い134項目を抽出した。それを基に、高齢者夫婦世帯10世帯インタビューを行
った。転倒要因と関連する項目は、『感覚機能』、『四肢の運動機能』、『身体バランス』、『認知機能』、
『栄養状態』であった。転倒予防の工夫は、玄関に椅子を置く、室内でスリッパを履かない等24項目があがっ
た。その後転倒予知要因の精選をした。それを高齢者夫婦世帯800世帯1600人に送付し、607人からの回答をもと
に転倒予防シートと転倒予防教育プログラムを作成した。

研究成果の概要（英文）：First, we searched the literature and extracted 134 items regarding the 
actual fall risk in elderly married couple households and measures to prevent falls. Based on this, 
10 elderly couple households were surveyed. Items related to fall factors were “sensory function'',
 “motor function of limbs'', “body balance'', “cognitive function'', and “nutritional status''. 
Twenty-four items, such as placing a chair at the entrance and not wearing slippers indoors, were 
raised as measures to prevent falls. After that, we carefully selected the items of fall prediction 
factors. It was sent to 1,600 people in 800 households of elderly couples, and based on the 
responses from 607 people, a fall prevention sheet and a fall prevention education program were 
created.

研究分野： home nursing
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者夫婦世帯を対象に転倒予防プログラムに含む転倒予知評価シートを基に転倒のリスクを早期にキャッチし
転倒を予防することは、転倒予防への行動変容が起きると考える。予防に対して切れ目なく継続的に行う事が社
会的価値が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景               

我が国では、高齢化が進み、65 歳以上の高齢者夫婦世帯が増加している。高齢者が要介護状

態になる危険が高いとされるのは転倒である。そこで、転倒を予防することは、健康維持と

QOL の向上、そして、保険医療と福祉の観点からも重要である。第一次、第二次の予防事業

において、ポピュレーションアプローチを中心に健康教育や啓発、地域組織育成など行ってき

た。しかし、集団で行う運動教室で、介入期間を限定した中では一次的に身体機能は向上する

が、継続することや生活に活かすことがなければ元通りになってしまうというと言われている

（厚生労働省,2009）。そこで、第三次予防に注目し、要介護状態になっても状態がそれ以上に

悪化しないようにすることを目指すために、ポピュレーションアプローチではなく、「リスク

要因」を持つ人たちの ADL の維持・改善を行うハイリスクアプローチで転倒リスク予防を行

うことは有効ではないかと考えた。第三次予防としての要支援者でこれからの世帯背景におい

て増加するとみられる高齢者夫婦世帯に注目した。さらに、要支援者が配偶者とともに支え合

うという視点にも着目した。夫婦のみの世帯の人が単独世帯になる前に、できるだけ生活機能

の低下を予防することは単身高齢世帯(一人暮らし高齢者)になっても転倒予防が習慣化され

ていれば転倒の危険率を減らす事ができると考える。この、介護予防における第三次予防の視

点、すなわちこれからの世帯背景において増加するとみられる要支援の身体的状況の悪化を防

ぐ視点からの研究はほとんど見当たらない。そこで、高齢者夫婦世帯を対象とし、暮らしの場

で経験した転倒に関する実態を明らかにした上で、暮らしの中での転倒の危険を予知し、継続

できる転倒予防のプログラムを開発することを目的とした。                    

 

２．研究目的 

高齢者夫婦世帯で活用できる転倒予防プログラムの開発を目的に、転倒リスク要因の調査を

行い、項目を検討する。それらを基に転倒予知評価シートと継続可能な転倒予防プログラムを

作成し、単身高齢世帯(一人暮らし高齢者)になっても転倒予防が習慣化されていれば転倒の危

険率を減らす事ができると考える。 

 

１）目的１：転倒予知項目の抽出と転倒予防の工夫についての項目を作成 

２）目的２：転倒予知評価シートの作成のための転倒予知項目の精選を行う 

３）目的３：転倒予知評価シートを作成と予防教育プログラム作成 

 

３．研究方法 

１）高齢者夫婦世帯を選定するために、愛知県内の訪問看護ステーション 3 施設と地域包括支

援センター2 施設に、県内在住の 65 歳以上の在宅高齢者夫婦世帯のうち、夫婦どちらかが要
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支援１または要支援 2 である世帯を紹介してもらう。 

２）多職種を選定するために愛知県内で在宅医療に関わる経験 3 年以上の多職種 10 名（各職種 1～

2 名）からインタビューガイドに基づき、多職種の専門家ら見た提示した項目が転倒危険予知要因となって

いるかを検討（インタビュー時間は 60 分～120 分）｡職種は、訪問看護師､理学療法士、作業療法士、

薬剤師、介護支援専門員（ケアマネジャー）、管理栄養士、歯科衛生士計 10 名で行った。 

精選されたこれらを基に高齢者夫婦世帯 10 世帯にインタビューを行った。 

３）高齢者夫婦世帯の夫婦どちらかが要支援 1又は 2であり、配偶者は要支援者又は要介護

状態ではない夫婦世帯 800 世帯 1600 人に転倒予防評価シートを送り 607 人からの回答があ
り、その結果を元に転倒予知評価シートを作成し、転倒予防プログラムを作成した。 

 

4．研究結果 

１）高齢者夫婦世帯の暮らしの中での転倒リスクの実態と転倒予防の工夫について、まず文献検

索を行い、項目の抽出を行い 134 項目抽出した。それを基に、高齢者夫婦世帯で夫婦のどち

らかが要支援である 10 世帯で調査。自宅に研究者が訪問。インタビューを行い、転倒要因と

関連する項目は、『感覚機能』、『四肢の運動機能』、『身体バランス』、『認知機能』、『栄養状態』

であった。転倒予防の工夫は、玄関に椅子を置く、室内でスリッパを履かない等の項目があが

った。 

２）多職種による検討においては、参加者は 10 名であり、プロフィール 36 項目、口腔機能 10

項目、四肢の運動機能 29 項目、排泄機能 3 項目、睡眠状況 4 項目、身体バランス 7 項目、認

知機能 6 項目、栄養状態 9 項目、環境要因 48 項目、統合調整機能 4 項目、リスク要因 3 項目

である。転倒予防工夫は 19 項目で、合計 150 項目があがった。これらを基に高齢者夫婦世帯

10 世帯にインタビューを行った。転倒有無でのカイ二乗検定の結果、転倒回数、足の引きず

り、猫背、物忘れ、副菜、歩行時の物拾い、急な振り向き、骨折の既往、室内でのスリッパの

9 項目が転倒の有無で有意差が認められた（p<0.05）。高齢者の転倒ありで有意な項目 11 項

目中、猫背、急な振り向きなど 4 項目が多職種と一致していた。また、転倒予防の工夫では、

玄関に椅子の設置、浴槽に吸盤付き椅子の設置の 2 項目が転倒の有無で有意差が認められた

（p<0.05）。多職種と検討を重ねた結果、最終的に 85 項目に絞られた。 

転倒要因と関連する項目は、『感覚機能』は腰痛、下肢の痛みであった。『四肢の運動機能』は

つまずき、ふくらはぎが細い、引きずる(p=0.083)、下肢挙上、 歩行速度、歩幅、趾で踏ん張

るであった。『身体バランス』はふらつき、片足立ち、であった。『認知機能』では物忘れ(p=0.083)

であった。『栄養状態』では副菜の皿数(p=0.064)であった。転倒予防の工夫は 24 項目挙げら

れた。  

３）転倒予知評価シートを作成と予防教育プログラム作成のために、高齢者夫婦世帯の夫婦世
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帯 800 世帯 1600 人に転倒予知評価シートを送り 607 人からの回答があり、有効回答は 594 人

であった。平均年齢は 81.4 歳であった。1 年以内に転倒した人は、225 人（37.9%）であった。

骨折した人は 195 人（32.8%）であった。歯の本数は 19 本以下が 368 人(62.0％)であった。  

カイ二乗検定の結果、抗うつ剤、眠剤、鎮痛剤、下剤で有意な差が認められた（p＞0.05）. 

歯の本数においては有意差が認められなかった。また転倒と関係性が強いのは、転倒した人はし

ない人に比べて、抗うつ剤はオッズ比が 4.86 と高かった。またバランスを崩しやすい人は崩さ

ない人に比べてオッズ比が 2.37 と高かった。つまずきもつまずかない人に比べてオッズ比が

4.15 と高かった。今までの結果を踏まえて、自分で転倒の危険を予知できる転倒予知評価シー

トの作成と転倒プログラムを作成した。 
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